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府立門真西高等学校 

校 長 金沢 加代  

 

 
令和６年度 学校経営計画及び学校評価 

 
１ めざす学校像 

一人ひとりの個性の伸長を図る教育活動により、将来社会に貢献できる能力と豊かな人間性を持つ人材を育成し、地域に信頼される学校をめざす。 

１．生徒一人ひとりが、自分の持つ能力を十分に発揮できるよう、学習指導、生徒指導、キャリア教育を推進する。 

２．守るべき規範と果たすべき役割を自覚し、社会に貢献する志を持つ生徒を育成する。 

３．中学校との連携、保護者や地域との連携を推進し、地域での存在価値と信頼感を高めていく。 

 

２ 中期的目標 

１ 確かな学力の育成 

（１）｢わかる授業｣｢参加する授業｣をめざした授業改善に取り組み、主体的に学習する力、確かな学力を身に付ける。 

ア 「授業改善チーム」を核に、観点別学習状況の評価を進めるとともに授業改善に努める。      

イ 「主体的、対話的で深い学び」の実現をめざし、生徒の主体的な授業参加をめざす。  

ウ １人１台端末を効果的に取り入れた学習により、生徒の学びの深化を図る。                         

※ 授業アンケートにおける興味関心、知識技能に係る生徒の満足度(R３:82.9％ R４:81.9％ R５:82.8 %)を上昇させ、令和８年度には 85%程度

を維持する。 

※ 生徒向け学校教育自己診断における授業満足度(R３:75.1%  R４;70.9％  R５:74.6%)を上昇させ、令和８年度には 80%程度を維持する。 

（２）一人ひとりのニーズに応じた学習支援体制の構築 

ア 少人数展開授業の充実を図り、生徒の実態の応じた支援に取り組む。 

イ 個々の生徒の状況に即した学習指導や評価の在り方の工夫に取り組む。 

２ キャリア教育の推進 

（１）自主性・自立性を育成するキャリア教育のさらなる充実を図る。 

  ア 教育産業の基礎学力診断テストの効果的な活用をめざし、進路を切り拓く生徒の育成に取り組む。 

  イ 生徒自らが強い意志と責任のもと進路決定ができるよう３年間を見通したガイダンス機能の充実を図る。 

  ウ 将来、社会的・職業的自立に向けて必要となる能力・態度の育成に取り組む。 

※ 生徒向け学校教育自己診断における進路指導満足度（R３:85.5％  R４:85.2% Ｒ５:86.1%）を令和８年度まで 85%以上維持する。 

※ 進学決定率（R３:100％  R４: 98.2％ R５:96.8％）を維持し、令和８年度まで 95%程度を継続する。 

※ 保護者向け学校教育自己診断における進路指導満足度（R３:82.6％  R４:66.4％ R５:74.0％）を令和８年度には 85%程度にあげ、進路情報

満足度（R３：83.4％  R４:59.0% R５:71.4％）は令和８年度には 80%以上に上昇させる。 

※ 学校紹介就職内定率（R３:100%  R４:100％  R５:100%）を高い水準を維持する。 

 

３ 豊かな心と健やかな体の育成と学びを支える環境整備 

（１）すべての教育活動を通じて規律規範の確立、公共のルールやマナーを守る社会性の育成を図る。 

  ア あいさつ、時間厳守、身だしなみ等、規範意識の醸成を図る。  

  イ 交通マナーの向上を図る。 

  ※ 遅刻者数については、（R３:2358  R４:2469 R:3829 件 ）をさらに減少させ、令和８年度には 2000件以下とする。 

（２）生徒の自主的活動を支援し、可能性を最大限に伸ばす教育を実践する。 

  ア 学校行事や生徒会活動を通じて生徒の主体的な参加推進を図り、地域連携及び地域貢献を推進する。 

  イ 部活動の活性化に向けた取組みを推進する。 

（３）安全で安心な学校生活の推進 

  ア 生徒の学校生活を支え、安心して学べる環境を整えることにより自己肯定感を高められる取り組みを推進する。 

   イ 人権教育の取組みを通して生命やお互いを大切にする心を育て、人権侵害を許さない学校体制づくりを進める。 

   ウ 情報リテラシーの育成を図り、情報社会における正しい判断や望ましい態度等、情報モラルの向上に努める。 

   エ 学校保健・安全指導・衛生管理に関する指導を徹底し、事故防止に努める。 

オ いじめの未然防止、早期発見、早期解決に取り組むなど教育相談体制の充実を図る。 

 

４ 学校力の向上 

 （１）魅力づくりと効果的な情報発信 

ア 中学校訪問、学校説明会等を組織的、計画的に実施し、本校教育内容、魅力の周知を図る。 

イ HP・SNS 等、様々な媒体で社会の変化に対応した効果的な情報発信を図る。 

ウ 地域の資源の活用、保護者の協力など特色化・魅力化に取り組む。 

 （２）力と熱意を備えた教員と学校組織づくり 

ア すべての教職員が相互に資質を高めあう同僚性の高い職場環境づくりに努め、組織力向上を図る。 

イ 教職員のより確かな人権意識、服務規律の徹底、個人情報の管理など教職員の資質・能力の向上を図る。 

ウ 事故の未然防止、事故が発生した場合の迅速な対応など危機管理体制の確立を図る。 

エ 職場の整理整頓・業務の効率化を図り、快適な職場環境を推進する。 
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【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［令和６年 10・12 月実施分］ 学校運営協議会からの意見 

○生徒向け学校教育自己診断 

・すべての項目で肯定率が上昇した。 

 →教職員の日々の教育活動が生徒に伝わっていると感じた。 

・昨年度肯定一が下がった相談に関する項目「親身になってくれる」「気楽に

相談できる」「いじめについて困っていると対応してくれる」の項目の肯定

率が９ポイント以上上昇した。 

 →昨年度の反省より、信頼される教員集団になるよう努めた結果がでたと感

じる。 

・「学校に行くのが楽しい」の項目は学年が上がるごとに５ポイントずつ上昇

している。そのほかの項目でも半数以上で、学年が上がるごとに肯定率が上

昇している。 

 →生徒が学校生活を有意義に過ごしていることが実感できる。 

○保護者向け学校教育自己診断 

・生徒指導方針について理解できるという項目が肯定率 80%を超え、昨年度

より８ポイント上昇した。 

 →昨年度の反省が生かされた。 

・人権教育がきちんと行われているという項目で肯定率が 80%を超えた。 

 →学校で行っている人権教育が保護者にも理解されていると感じる。 

・学校教育自己診断の保護者回答率が低く、回収率を向上させる方法の検討が

必要である。 

○教員向け学校教育自己診断 

・すべての項目で肯定率が上昇した 

 →教職員の努力であると感じる。 

・「教育相談体制」、「災害や事故の組織的な対応」、「人権を尊重した指導」の

項目では昨年度より 15 ポイント以上上昇した。 

 →昨年は組織としての対応がうまくできなかったが、本年度はその反省が生

かされ、教職員の意識変化が組織として機能することになったと感じる。 

・「教材の工夫」の項目では肯定率 97.6%で、ほぼすべての教員が取り組んで

いる。 

 →教員の日々の授業の工夫が生徒の「授業がわかりやすい」の項目の上昇に

なっていると感じる。 

第１回 令和６年７月５日（金） 

 ・最近では SNS の普及が進んでいるので、ホームページから発信型 SNS などに移

行された方が良いのではないか。 

 ・なぜ学年によって退学・転学者数に差が多いのか。 

 ・中学時代にコロナ拡大の影響により欠席が出席扱いになっていたことに慣れてい

る。休むことにあまり抵抗がない。 

 ・主体的な学びの進行状況はどうなっているのか。 

 ・一斉授業だけでなく発表なども取り入れている。電子黒板や ICT を効果的に使い、

数学・英語で少人数クラスの設定や個別の支援も行っている。 

 

第２回 令和６年 11 月 13 日（水） 

 ・保健室・スクールカウンセラーの来校状況は、SC は月１回、SSW は週１回くら

い来校している。それ以外は、教員で対応している。  

 ・保健室の来室者の悩みについて、学校の悩み、バイトの悩み、人間関係の悩みが

多く、複雑になれば SC や SSW と連携しながら解決に向けて話している。 

 ・不登校の状況は、文部科学省の定義に当てはめると週１回程度休みながら来てい

る生徒も報告者数に入る。実際の不登校は報告数より少ない。 

 

第３回 令和７年２月 10 日（月） 

 ・私立高校の無償化により、公立高校の人気が低迷している。学校の認知度の向上

が必要であり、SNS は有効な対策である。 

 ・生徒減少で教員が減少しても、必要な仕事はあるので一人の業務量が増える。 

 ・きめ細かな教育を提供する観点からは、学校の実態に合った教員定数を考えても

らいたい。 

 ・学校教育自己診断の保護者回答率が低い。来年度対策が必要である。 
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３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 
目標 今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 [ R５年度値 ] 自己評価 

１ 

確
か
な
学
力
の
育
成 

（１）｢わかる授業｣｢参加す

る授業｣「確かな学力」

をめざした授業改善の

取組み。 
ア 「授業改善チーム」が

主体となり、授業力向
上のための研修計画を
立案し、全教職員が授
業改善に取り組む。 

 
イ 確かな学力を身につけ

させるため、教科横断
型の授業改善に取り組
む。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ 効果的な ICT機器の活

用の推進をめざす。 
 
 
 
エ 授業規律の徹底指導 
 
 
 

（２）１人ひとりに応じた

学習支援体制の構

築。 

ア 合理的配慮の合意形成

に努める 

 
 
 
 
 
イ 個に応じた学習指導の

実践に努め、専門家や
福祉等関係機関と連携
を強化する 

 

（１） 
 
 
 
ア・授業改善のための教職員研

修を年間２回実施し、授業
規律の共有や研究授業・研
究協議を通じた授業スキ
ルの向上に努める。 

 
イ・相互授業見学を設定し、確

かな学力を身につける授
業をめざした授業改善に
取り組む。 

・継続してユニバーサルデザ
インや主体的・対話的で深
い学びを意識した教育環
境・授業づくりを学校全体
で構築する。 

 
 
 
 
 
 
 
ウ・１人１台端末を効果的に

活用させる。 
 
 
 
エ・すべての教員が統一した指

導方針を共有し、一貫した
授業規律の徹底を図る。 

 
（２） 
 
ア・支援が必要な生徒、保護者

と丁寧に話し合い、合意形
成をする。 

 

 

 

 

イ・教育的ニーズに応じた指

導・支援・配慮を行う。 

（１） 
 
 
 
ア・授業アンケート第２回における「興味

関心を持つことができた」のポイント
の向上［3.13］ 

 
 
 
 
イ・授業アンケート第２回における「知識

技能が身についたと感じている」のポ
イントの向上［3.17］  

 ・教員向け学校教育自己診断の「学習指
導方法の工夫改善」で昨年度の肯定率
と同等以上をめざす。[78.6%] 

・教員向け学校教育自己診断の「教材の

精選・工夫」で肯定率 95%以上を維

持する。[95.2%] 

・授業アンケートでの第１回と第２回

の改善率を上げる。[3.16→3.24] 

 
 
 
 
 
ウ・生徒向け学校教育自己診断における

「１人１台端末を効果的に活用して
いる」の肯定率で前年度を上回る。
［84.1％］ 

 
エ・生徒向け学校教育自己診断における授

業規律の肯定率で前年度を上回る。 
[84.1%] 

 
（２）       
 
ア・生徒向け学校教育自己診断「授業はわ 

かりやすく質問にわかりやすく教え 
てくれる」で昨年度の肯定率以上をめ 
ざす。［74.6%］ 
保護者向け学校教育自己診断「子ども
の学力は伸ばされている」で昨年度の
肯定率と同等以上をめざす。
［77.8％］ 
 

イ・教員向け学校教育自己診断の、興味･
関心･適性に応じたきめ細かい指導の
肯定率 95％以上を維持する。
[95.2%] 

（１） 

 

 

ア・授業アンケート第２回における「興味関

心を持つことができた」 

【3.14】（〇） 

 

 

 

イ・授業アンケート第２回における「知識技

能が身についたと感じている」 

【3.18】（〇） 

 ・教員向け学校教育自己診断の「学習指導

方法の工夫改善」で昨年度の肯定率と同

等以上をめざす。【92.9％】（◎） 

・教員向け学校教育自己診断の「教材の精

選・工夫」で肯定率 95%以上を維持す

る。【97.6％】（◎） 

・授業アンケートでの第１回と第２回の改

善率を上げる。[3.32→3.26]（△） 

 ２学期に教員が交代した教科があったこ

とで改善につながらなかったと考えられ

る。 

 

ウ・生徒向け学校教育自己診断における「１

人１台端末を効果的に活用している」の

肯定率で前年度を上回る。【84.4％】（○） 
 
 
エ・生徒向け学校教育自己診断における授業

規律の肯定率で前年度を上回る。 

【87.5％】（◎） 

 

（２） 
ア・生徒向け学校教育自己診断「授業はわか 

りやすく質問にわかりやすく教えてくれ 
る」で昨年度の肯定率以上をめざす。 
【79.7％】（○） 
保護者向け学校教育自己診断「子どもの
学力は伸ばされている」で昨年度の肯定
率と同等以上をめざす。【81.3％】（◎） 
 

イ・教員向け学校教育自己診断の、興味･関心･

適性に応じたきめ細かい指導の肯定率

95％以上を維持する。【97.6％】（◎） 
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２ 

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進 

（１）生徒の進路選択の可
能性を広げる指導体制の
充実を図る。 

ア 教育産業の基礎学力診

断テストの効果的な活

用をめざし、進路を切

り拓く生徒の育成に取

り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

イ １年時から卒業後の進

路実現に向けたガイダ

ンス体制の充実を図

る。 

 

 

 

 

 

 

ウ 社会的・職業的自立に

向けて取り組む。 

 

 

エ 保護者や地域に適切な

進路情報を提供する。 

 

（１） 
 
 
ア・教育産業の模試等を計画的

に立案、実施する。 
 ・各学年で基礎学力診断テス

トの活用（保護者面談・進
路決定）を図る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ・教員はじめ、外部指導者等 

様々な面接官による模擬 
面接を個人または集団の 
形式で実施することで実 
践力を身に付けさせる。 

 ・就職学習会をはじめ綿密な 
事前指導を重ね、応募前職 
場見学により生徒の希望 
と受験事業所とのミスマ 
ッチを防ぐ。 

 
ウ・外部関係機関と連携し、生

徒が自己の職業適性や将
来設計、自己実現に向けて
考える機会を作る。 

 
エ・HP・SNS を有効活用し進

路情報の提供をおこない、
保護者との進路スケジュ
ール等の共有を図る。 

 ・進学希望者及びその保護者
対象に進学資金説明会、奨
学金説明会等早くから取
り組み、進路実現を支援す
る。 

（１） 
 
 
ア・教育産業模試の受験者数が進学希望

者数に応じて前年度比程度以上を維
持する。[R５：延 22名 在籍者数
比 約 4.5%] 

 ・継続して進学決定率 90%以上を維持
する。[98.4%] 

・進路未決定者 15%以下を維持す 
る。[22.7%] 
 
 

 
 
 
 
 
イ・学校紹介就職希望者の就職内定率

95%以上の高い値を維持する。
[100%] 

 
 
 
 
 
 
 
 
ウ・生徒向け学校教育自己診断における

「将来の進路や生き方について考え
る機会がある」に対する肯定率 85%
以上を維持する。 ［86.1％］ 

 
エ・保護者向け学校教育自己診断における

「進路についての必要な情報をよく
知らせてくれる」に対する肯定率
70%以上を継続する。 
 [71.4.%]。 

 ・保護者向け学校教育自己診断における
「将来の進路や職業などについて適
切な指導を行っている」に対する肯定
率 70%以上を継続する。 [74.0%] 

（１） 
 
 
ア・教育産業模試の受験者数が進学希望者数

に応じて前年度比程度以上を維持する。 

【延 11名 在籍者数比 約 2.3%】

（△）進学希望者の人数は昨年度と変わ

りなかったが、模試受験に積極的ではな

かった。 

 ・継続して進学決定率 90%以上を維持す

る。【96.2％】（〇） 

・進路未決定者 15%以下を維持する。 

【18.6％】（△）昨年度より割合、人数と 

も減少した。しかし、進学のために学 

費を準備する生徒が増加した。 

 

イ・学校紹介就職希望者の就職内定率95%以

上の高い値を維持する。【100％】（〇） 

 

 

 

 

 

 

 

ウ・生徒向け学校教育自己診断における「将

来の進路や生き方について考える機会が

ある」に対する肯定率85%以上を維持す

る。【87.2％】（〇） 

 

エ・保護者向け学校教育自己診断における「進

路についての必要な情報をよく知らせて

くれる」に対する肯定率70%以上を継続

する。【71.3％】（〇） 

・保護者向け学校教育自己診断における

「将来の進路や職業などについて適切な

指導を行っている」に対する肯定率70%

以上を継続する。【71.3%】（○） 
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（１）規律規範の確立 

ア あいさつ、時間遵守、

身だしなみ等、規範意

識の醸成を図る。 

 

 

 

イ 交通マナーの向上。 

 

 

 

（２）生徒の自主的活動の

支援 

ア 学校行事や生徒会活

動の主体的な参加促

進。 

 

 

 

イ 部活動の活性化に向け

た取組みの推進。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 高大連携校との活用促

進。 

 

（３）安全で安心な学校生

活の推進 

ア 安心して学べる環境を

整え、自己肯定感を高

められる取り組みの推

進 

 

イ 生命や人権を大切にす

る心を育てる。 

 

 

ウ 情報リテラシーの育成

を図り、情報モラルの

向上に努める 

 

 

 

エ 保健・安全・衛生指導

を徹底し、事故防止に

努める 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ いじめ防止・教育相談

体制の充実。 

 

 

 

 

 

 

 
 

（１） 
ア・生徒指導に関するお願いや

情報を学校 HP や SNS の
活用、一斉メールで保護者
に配信、PTA の協力を得
るなどして学校と保護者
とが連携した指導をおこ
なう。 

 
イ・年間通して外部機関等を活

用して自転車乗車マナー
の向上を図る。 

 
（２） 
ア・生徒指導部・西高祭委員会

を中心に、継続的に学校行
事の見直しを図り、内容や
実施方法（生徒からの意見
聴取、学年別実施等）を立
案し、生徒・保護者の満足
度を高める工夫をする。 

 
イ・部活動の継続を支援するた

め、入部機会の拡充を図
る。 

・安全・安心に部活動ができ
るよう環境整備に努める。 

・門真西高カップの継続によ
り、中学校との交流機会を
さらに広げ、部活動の活性
化を図る。 

 
 
 
 
 
ウ・高大連携校との情報共有を
密にする。 
 
 
（３）  
ア・教育活動全般を通して、安

心して学べる環境を学校
全体で考える。 

 
イ・現状の課題解決に向けた人

権教育計画となるよう見
直しをおこない、職員会議
での周知やセルフチェッ
クを徹底し、人権 HR、職
員研修を充実させる。 

 

ウ・携帯情報端末（スマートフ

ォン等）や SNS 上での、

正しい知識と安全な使用

方法を身に付けるよう講

演会や集会などを通じて

生徒や保護者に啓発する。 

 
エ・教職員の救急講習会全員参

加を継続する。 
 ・SNS 等を活用した防災教

育に取組む。 
・保健部を中心に、生徒に「自
分の健康（命）は自分で守
る」という意識の醸成を図
る。 

 
 
 

オ・一人ひとりの教育的ニーズ
に応じた支援体制を確立
し、｢高校生活サポートカ
ード｣｢個別の教育支援計
画｣の適切な活用を図る。 

・教育相談委員会、中退防止
連絡会を中心に、SC、
SSW、関係機関との連携
を推進し、相談活動をさら
に充実させるため、教育相
談に係る職員研修を計画
的に実施し、教員の個別相
談スキルを高める。 

 ・いじめの未然防止・早期発
見・早期解決のため組織的
な対応を図る 

 ・居場所カフェを定期的に開
き、生徒の相談体制を強化
する。 

（１） 
ア・遅刻者数の在籍人数に対する割合、

前年度比減。[R５:3829/493 人：
１人につき 7.9回] 

・保護者向け学校教育自己診断の生徒
指導方針の理解 80%以上をめざす。
[75.3%] 

 
 

イ・自転車乗車マナーが向上したと感じて
いる生徒割合が前年度と同程度以上。
[81.7%] 

 
（２） 
ア・生徒向け学校教育自己診断における

学校行事満足度を 65%程度以上に
上昇させる。[60.2%] 

 
 
 
 
 
イ・部活動加入の機会拡充を図り、部加入

率を上昇させる。[30.2%] 
・熱中症やケガ等部活動による事故の
未然防止のための啓発や講習会を学
期に１回実施する。[計２回] 

・各部活動が近隣中学校との合同練習
や、SNS等での積極的な発信を通し
て、情報交流を行う。[SNS：３部
活動] 

・門真西高カップを発展継続し、さらに
中学校の部活動との交流機会の拡充
をめざす。[男子バスケット、女子バ
スケット、ラグビー３種目] 

 
ウ・連携校との企画・協力（学校見学・説

明会・出前授業・部活交流など）を年
間１回以上継続する。[１回] 

 
（３） 
ア・生徒向け学校教育自己診断における生

徒の「学校へ行くのが楽しい」の肯定
率が前年度以上とする。[69.3%] 

 
イ・教員向け学校教育自己診断の人権尊重

に基づいた指導の肯定率が。85%以
上に上昇させる。[78.6%] 

 
 
 
 
ウ・情報リテラシー啓発のための講演会等

を早期に実施する。［１学期］ 
 ・生徒向け学校教育自己診断における

「SNS 等についての正しい使用、マ
ナー向上について」の肯定率 80％以
上を維持し、さらに意識向上をめざ
す。[80.2%] 

 
エ・教職員の救急講習会参加 100%を維

持する。[100%] 
 ・年間２回の避難訓練に加えて、SNS 等

を活用した防災教育の取り組みを１
回以上実施する。［１回］ 

・生徒向け学校教育自己診断における
災害時の行動の把握が 80％以上を
めざす。[77.6%] 

 ・生徒向け学校教育自己診断における生
徒の健康・安全に対する意識が昨年度
と同程度以上とする。[87.3%] 

 
オ・生徒向け学校教育自己診断における

「教育相談」に対する肯定率が前年
度以上になるようめざす。 
［「親身に対応」76.7% 
「気軽に相談」66.1%]  

・教員向け学校教育自己診断の教育相
談体制の整備の肯定率 85%以上を
めざす。[83.3%] 

・生徒向け学校教育自己診断における
「いじめについて真剣に対応してく
れる」の肯定率 80%以上をめざす。
［77.6%］ 

 
・教員向け学校教育自己診断の「いじめ
事案を組織として対応できる」の肯定
率 85%以上をめざす［83.3%］ 

 ・居場所カフェを昨年度と同程度開く。 
［月２回］    

（１） 
ア・遅刻者数の在籍人数に対する割合、前年度

比減。 
[3603/478 人：１人につき 7.5 回]（〇） 
・保護者向け学校教育自己診断の生徒指導方
針の理解 80%以上をめざす。 
【83.8％】（〇） 

 
 

イ・自転車乗車マナーが向上したと感じている
生徒割合が前年度と同程度以上。 
【86.1％】（◎） 

 
（２） 
ア・生徒向け学校教育自己診断における学校行

事満足度を 65%程度以上に上昇させる。 
【75.8％】（◎） 
 
 
 
 
 

イ・部活動加入の機会拡充を図り、部加入率を
上昇させる。【31.0％】（〇） 

・熱中症やケガ等部活動による事故の未然防
止のための啓発や講習会を学期に１回実施
する。【計２回】（〇） 

・各部活動が近隣中学校との合同練習や、
SNS 等での積極的な発信を通して、情報
交流を行う。【SNS：３部活動】（〇） 

・門真西高カップを発展継続し、さらに中学
校の部活動との交流機会の拡充をめざす。
【男子バスケット、女子バスケット、ラグ
ビー３種目】（〇） 

 
ウ・連携校との企画・協力（学校見学・説明会・

出前授業・部活交流など）を年間１回以上
継続する。【説明会参加１回】（〇） 
 

（３） 
ア・生徒向け学校教育自己診断における生徒の

「学校へ行くのが楽しい」の肯定率が前年
度以上とする。【78.3％】（◎） 

 
イ・教員向け学校教育自己診断の人権尊重に基

づいた指導の肯定率が。85%以上に上昇
させる。【92.9％】（◎） 

 
 
 
 
ウ・情報リテラシー啓発のための講演会等を早

期に実施する。【１学期に開催】（〇） 
 ・生徒向け学校教育自己診断における

「SNS 等についての正しい使用、マナー
向上について」の肯定率 80％以上を維持
し、さらに意識向上をめざす。【83.0％】
（〇） 

 
エ・教職員の救急講習会参加 100%を維持す

る。【100％】（〇） 
 ・年間２回の避難訓練に加えて、SNS 等を

活用した防災教育の取り組みを１回以上実
施する。【２回】（〇） 

・生徒向け学校教育自己診断における災害時
の行動の把握が 80％以上をめざす。
【86.6％】（◎） 

・生徒向け学校教育自己診断における生徒の
健康・安全に対する意識が昨年度と同程度
以上とする。【91.6％】（◎） 

 
オ・生徒向け学校教育自己診断における「教育

相談」に対する肯定率が前年度以上になる
ようめざす。 

「親身に対応」【85.5％】（◎） 
「気軽に相談」【75.5％】（◎） 
・教員向け学校教育自己診断の教育相談体制
の整備の肯定率 85%以上をめざす。
【97.6％】（◎） 

・生徒向け学校教育自己診断における「いじ
めについて真剣に対応してくれる」の肯定
率 80%以上をめざす。【88.0％】（◎） 

 
 
・教員向け学校教育自己診断の「いじめ事案
を組織として対応できる」の肯定率 85%
以上をめざす【97.6％】（◎） 

・居場所カフェを昨年度と同程度開く。【月
３回】（◎） 
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（１）広報活動の推進。 

ア 中学校訪問、学校説明

会等の計画的、組織的

な実施。 

 

 

 

 

 

イ HP・SNS 等様々な媒

体での情報発信。 
 
 
 
 
 
 
 
 

ウ PTA 活動の推進、学校

行事への保護者、地域

住民の参加促進。  
 
 
 
 
（２）力と熱意を備えた教
員と学校組織づくり。 

ア  同僚性の高い職場環
境、組織力の向上。労働
安全衛生管理体制の充
実。 

 
 
 
 
 
 
 
イ「学び続ける」教職員の
組織的・継続的な育成。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ 危機管理体制の確立 
 
 
 
 
エ 整理整頓・業務の効率
化 

（１） 
ア・中学校への出前授業及び学

校説明会の実施要請を積
極的に行う。 

 
 
 
 
 
 
イ・HP・SNS を有効活用し、

保護者及び中学生に授業
や行事等に関する情報発
信をおこない門真西高校
への関心度を高める。 

イウ・学年・分掌・部活動等で

の活動状況を定期的かつ

適切に情報発信を行い、保

護者等の理解を得るとと

もに、魅力を発信する。 
 
ウ・三者交流会（生徒・保護者・

教員）の活動や、学校行事
への保護者、地域からの
参加を促進する。 

 
 
 
 
（２） 
ア・コア・ミーティング（校長・

教頭・事務長・首席）及び
運営委員会が、学校運営の
中心となるよう企画・検
討・調整を図る。 

・学年連携会議で学年間の連
携および生徒情報の共有
化を図る。 

 
 

イ・学校説明会や中学校訪問時
の教員配置など、業務の適
正化に努めながら、ミドル
リーダーの活用、育成をは
かる。 

・ハラスメントや体罰根絶の
ための人権研修を充実さ
せ、生徒指導の事例研究や
職員会議での周知、セルフ
チェックを徹底すること
で、教職員の人権意識・人
権感覚の高揚を図る。 

 ・教育公務員としての自覚が
一層高まるよう綱紀保持
等、機会あるごとに周知し
公務に対する更なる信頼
確保に努める。   

・教職経験年数の少ない教員
や転任者等を対象にフレ
ッシュミーティングを実
施。 

 
ウ・災害・事故等が発生した場

合のための共通理解図る。 
 
 
 
エ・職員室等の整理整頓を行

い、教職員全員にとって快
適な職場環境を作る。 

 ・教員・保護者への連絡事項
アンケート等の電子化、資
料のペーパレス化で業務
の効率化を図る 

・教職員間での連絡や周知事
項の確認に様々な方法を
活用し、会議及び校務の効
率化を図る。 

・一斉退庁日、ノークラブデ
ーなどの働き方改革にか
かる取り組みを徹底し、業
務の効率化を図 

    る。 
 

（１） 
ア・参加要請のある学校説明会（中学主催、

教育産業主催）にはすべて参加する。
[７回]  

 ・学校見学会及び説明会への教員の参画
率 100%。[100%] 

・可能な範囲で中学校訪問を実施し、昨
年度以上の訪問数をめざす。[68校] 

 
 

イ・HPやブログの更新を継続して行い、
行事や保護者向け文書・情報は SNS
等で発信する。 

・保護者向け学校教育自己診断におけ
る「学校情報の提供の努力をしてい
る」に対する肯定率 75%以上を継続
する。[76.6%] 

 
 
 
 

ウ・教職員向け学校教育自己診断における
「保護者や地域に情報提供のため
HPなどが活用されている」の肯定率
80％以上をめざす。［64.3％］ 

・保護者向け学校教育自己診断におけ
る「学校行事に参加したことがある」
に対する肯定率 80%以上を維持す
る。[87.0%] 

 
（２） 
ア・コア・ミーティング、学年連携会議の

定例開催回数を同程度とする。[49
回] 

・教職員向け学校教育自己診断におけ
る「日常的な情報共有」で前年度を上
回る。[81.0%] 

  
 
 
 
イ・外部研修等を積極的に活用し、ミドル

リーダーを育成する。 
・人権教育を中心とする校内研修を計
画的に年に１回以上実施する。[１回] 

 ・教職員向け学校教育自己診断の「教育
活動全般における人権尊重の姿勢」で
85%以上をめざす。[78.6%] 

 ・教職員向け学校教育自己診断の「個人
情報に関する適正な管理等体制がで
きている」で 90%以上をめざす。
［85.7%］ 

 ・フレッシュミーティングを昨年度と同
程度開催する。[８回] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ウ・教職員向け学校教育自己診断の「災害・
事故等が発生した場合の共通理解が
図られている」で 85%以上をめざ
す。［71.4%］ 

 
エ・教職員全員が職場の整理整頓、大掃除

を学期に１回以上行う。 
・ペーパレス化できるものはすべてペ
ーパレスにする。 

・時間外勤務が月 80 時間以上の職員
の数を減らす。[延 19名]   

 

（１） 
ア・参加要請のある学校説明会（中学主催、

教育産業主催）にはすべて参加する。 
【８回】（〇）  

 ・学校見学会及び説明会への教員の参画率
100%。【100%】（○） 

・可能な範囲で中学校訪問を実施し、昨年
度以上の訪問数をめざす。 
【70 校】（〇） 

 
イ・HPやブログの更新を継続して行い、行事

や保護者向け文書・情報は SNS 等で発
信する。 

・保護者向け学校教育自己診断における
「学校情報の提供の努力をしている」に
対する肯定率 75%以上を継続する。
【71.3%】（△） 

 メールでの配信を行っているが、受信側
の保護者からは受け取り方法がわからな
いとの意見があり、改善が必要である。 

 
ウ・教職員向け学校教育自己診断における「保

護者や地域に情報提供のため HP などが
活用されている」の肯定率 80％以上を
めざす。【100％】（◎） 

・保護者向け学校教育自己診断における
「学校行事に参加したことがある」に対
する肯定率 80%以上を維持する。
【83.8％】（〇） 

 
（２） 
ア・コア・ミーティング、学年連携会議の定

例開催回数を同程度とする。 
【35 回】（△） 
時間が取れず、集まってのミーティング
にならなかったが、個別で報告・相談は
できた。 

・教職員向け学校教育自己診断における
「日常的な情報共有」で前年度を上回る。
【92.9%】（◎） 

  
イ・外部研修等を積極的に活用し、ミドルリ

ーダーを育成する。 
・人権教育を中心とする校内研修を計画的
に年に１回以上実施する。【２回】（○） 

 ・教職員向け学校教育自己診断の「教育活
動全般における人権尊重の姿勢」で85%
以上をめざす。【92.9%】（◎） 

 ・教職員向け学校教育自己診断の「個人情
報に関する適正な管理等体制ができてい
る」で 90%以上をめざす。 
【88.1%】（△） 
教職員の個人情報管理に関する意識向上
に努める。 

 ・フレッシュミーティングを昨年度と同程
度開催する。【10回】（○） 
 
 
 
 
 
 
 
 

ウ・教職員向け学校教育自己診断の「災害・
事故等が発生した場合の共通理解が図ら
れている」で 85%以上をめざす。
【95.2%】（◎） 

 
エ・教職員全員が職場の整理整頓、大掃除を

学期に１回以上行う。 
【日々整理整頓が行えた】（○） 

・ペーパレス化できるものはすべてペーパ
レスにする。（○） 

・時間外勤務が月 80 時間以上の職員の数
を減らす。[延 20名]（△）  

 生徒対応、保護者対応の時間が勤務時間
外になり、減らすことができなかった。 

 

 


